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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 188,597 1.2 6,865 6.8 7,657 7.6 5,458 16.3
27年3月期第3四半期 186,447 0.2 6,428 △12.0 7,117 △11.9 4,692 △15.3

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 5,991百万円 （△9.2％） 27年3月期第3四半期 6,598百万円 （△1.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 34.16 ―
27年3月期第3四半期 29.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 165,481 73,701 42.9
27年3月期 160,778 69,180 41.3
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 70,975百万円 27年3月期 66,387百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

平成28年3月期（予想）期末配当金の内訳  普通配当 9円00銭 創立80周年記念配当 1円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
28年3月期 ― 0.00 ―
28年3月期（予想） 10.00 10.00

3. 平成28年3月期の連結業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 255,000 4.0 8,000 12.0 8,800 8.5 5,700 7.8 35.67



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料5ページ「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表のレビュ
ー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、記載
された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するものではありません。 
 なお、業績予想に関する事項は添付資料4ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 164,849,898 株 27年3月期 164,849,898 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 5,073,982 株 27年3月期 5,055,176 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 159,785,444 株 27年3月期3Q 159,818,165 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、政府による積極的な財政出動と日本銀行との協調に

よるデフレ脱却政策および経済成長戦略が実行されておりますが、個人消費の低迷と輸出の鈍化が

みられるようになりました。また、中国経済の減速や世界的な地政学リスクへの懸念など、世界経

済の成長に対する下振れリスクが増大する状況が続きました。

　食品業界においては、原材料価格の変動などによる製品価格の改定も発表されており、依然とし

て厳しい経営環境が続いております。また、平成27年10月に大筋合意したＴＰＰ（環太平洋経済連

携協定）は、当社グループを含む食品産業全体への影響が想定されることから、引き続き動向を注

視してまいります。

　このような状況の中、当社グループは、2012年（平成24年）よりスタートした「中期経営計画

12-16」が４年目に入り、最終年度の目標である連結売上高2,680億円、連結営業利益、連結経常利

益ともに100億円の達成に向け、６つの基本戦略「①基盤事業の持続的成長」「②新たな分野への挑

戦」「③海外事業の強化」「④効率化の推進」「⑤グループ連携の強化」「⑥ＣＳＲ経営の推進」の各

種施策の推進に努めてまいりました。

　当第３四半期連結累計期間においては、引き続き「①基盤事業の持続的成長」の基礎となる販売

物量の拡大を推し進めるとともに、原材料価格等に見合った製品価格の適正化に努めてまいりまし

た。

　研究開発においては、社内各所に分散していた「研究」「開発」「技術」の活動拠点を一か所に集

約した「ＲＤ＆Ｅセンター」（千葉県船橋市）の建設に着手いたしました。当社の強みである多様

な穀物資源を生かした総合力をさらに強化するとともに、お客様とのコミュニケーションの場とし

て、昭和産業グループならではのソリューションをご提供することを目指してまいります。

　また、当社100%子会社であるグランソールベーカリー㈱が運営を行う、㈱セブン-イレブン・ジ

ャパン向けの「冷凍パン生地工場」の建設にも着手いたしました。

　「④効率化の推進」においては、鹿島工場等生産部門を中心にローコストオペレーションを推進

いたしました。

　一方、発送費の増加等により販売費及び一般管理費が、前年同期に比べ833百万円増加いたしま

した。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高は188,597百万円と前年同

期に比べ2,149百万円（1.2%）の増収となりました。営業利益は6,865百万円と前年同期に比べ437

百万円（6.8%）の増益、経常利益は7,657百万円と前年同期に比べ539百万円（7.6%）の増益、親会

社株主に帰属する四半期純利益は5,458百万円と前年同期に比べ765百万円（16.3%）の増益となり

ました。

セグメント別の概況

①製粉事業

　製粉事業につきましては、マーケット分析力を生かした提案型営業の更なる強化を行ってまいり

ました。業務用小麦粉の販売数量につきましては、パン用及び麺用小麦粉の拡販を行ったことによ

り、前年同期を上回りました。業務用プレミックスの販売数量につきましても、加糖ミックスを中

心に拡販を行ったことにより、前年同期を上回りました。ふすまの販売数量につきましても、前年

同期を上回りました。販売価格につきましては、輸入小麦の政府売渡価格が平成27年４月に平均

3.0%（税込価格）引き上げられ、同年10月には平均5.7%（税込価格）引き下げられたことを受け、

小麦粉製品の価格改定を実施しました。

　これらの結果、製粉事業の売上高は50,580百万円と前年同期に比べ3,276百万円（6.9%）の増収、

営業利益は2,488百万円と前年同期に比べ785百万円（46.1%）の増益となりました。
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②油脂事業

　油脂事業につきましては、多品種の食材を扱うシナジー効果を生かした提案型営業の強化等を行

ってまいりました。業務用食用油の販売数量につきましては、機能性油脂の拡販を中心に、顧客ニ

ーズを捉えた営業活動を展開したことにより、前年同期を上回りました。業務用食材の販売数量に

つきましては、中食市場、外食市場などに対し、それぞれのニーズやウォンツを捉えた営業活動を

強化したことにより、前年同期を上回りました。業務用食用油及び食材類の販売価格につきまして

は、原料穀物価格の影響により、前年同期を上回りました。

　これらの結果、油脂事業の売上高は45,507百万円と前年同期に比べ370百万円（0.8%）の増収、

営業利益は1,288百万円と前年同期に比べ695百万円（35.0%）の減益となりました。

③糖質事業

　糖質事業につきましては、敷島スターチ㈱との販売統合効果を生かした拡販を行ってまいりまし

た。糖化製品の販売数量につきましては、敷島スターチ㈱の持つ商流を活用した拡販などにより、

前年同期を上回りました。でん粉類の販売数量につきましては、当社商流での糖化品と合わせた提

案型営業を進めましたが、前年同期を下回りました。販売価格につきましては、原料穀物価格の影

響により、前年同期を下回りました。

　これらの結果、糖質事業の売上高は27,061百万円と前年同期に比べ368百万円（1.3%）の減収、

営業利益は2,285百万円と前年同期に比べ263百万円（13.0%）の増益となりました。

④家庭用食品事業

　家庭用食品事業につきましては、他事業と連携した組織営業の推進に努めてまいりました。家庭

用食用油の販売数量につきましては、プレミアムオイルが大きく伸長しましたが、サラダ油類はほ

ぼ前年同期並みとなりました。家庭用プレミックスの販売数量につきましては、お好み焼粉類は引

き続き伸長しましたが、全体ではほぼ前年同期並みとなりました。販売価格につきましては、その

是正に努めましたが、原料穀物価格の影響をカバーできませんでした。

　これらの結果、家庭用食品事業の売上高は16,263百万円と前年同期に比べ18百万円（0.1%）の増

収、営業損失は78百万円と前年同期に比べ182百万円の減益となりました。

⑤飼料事業

　飼料事業につきましては、主力ユーザーへの拡販による採卵鶏用飼料の増加と、ＰＥＤ(豚流行

性下痢)からの回復及び新規拡販による養豚用飼料の増加により、配合飼料の販売数量は前年同期

を上回りました。鶏卵の販売数量につきましては、前年同期を下回りました。配合飼料の販売価格

につきましては、原料穀物価格の影響により、前年同期を下回りました。鶏卵の販売価格につきま

しては、鶏卵相場の影響により、前年同期を上回りました。

　これらの結果、飼料事業の売上高は45,393百万円と前年同期に比べ1,067百万円（2.3%）の減収、

営業利益は427百万円と前年同期に比べ189百万円（79.5%）の増益となりました。

⑥倉庫事業

　倉庫事業につきましては、貨物獲得競争が激化する中、商社や主要顧客との取り組みを強化し、

より円滑な荷役体制の整備による貨物獲得機会の増加に努めましたが、売上高は前年同期を下回り

ました。

　これらの結果、倉庫事業の売上高は2,046百万円と前年同期に比べ140百万円（6.4%）の減収、営

業利益は499百万円と前年同期に比べ59百万円（10.6%）の減益となりました。
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⑦不動産事業

　不動産事業につきましては、オフィス用賃貸ビルの賃料収入はほぼ前年同期並みとなりました。

商業施設用ビルの賃料収入は前年にショーサンプラザ（埼玉県上尾市）のリニューアル工事に伴う

テナントの一時閉店等があったことにより、前年同期を上回りました。

　これらの結果、不動産事業の売上高は1,486百万円と前年同期に比べ32百万円（2.2%）の増収、

営業利益は880百万円と前年同期に比べ153百万円（21.1%）の増益となりました。

⑧その他

　保険代理業、自動車等リース業、運輸業等をあわせたその他事業の売上高は258百万円と前年同

期に比べ27百万円（12.0%）の増収、営業利益は44百万円と前年同期に比べ19百万円（30.9%）の減

益となりました。

（２）財政状態に関する説明

　総資産は、165,481百万円と前連結会計年度末と比較して4,702百万円増加しております。主な増

加要因は、売上債権が4,599百万円増加したこと、現金及び預金が1,838百万円増加したこと、投資

有価証券が期末時価評価などにより1,179百万円増加したことであります。一方、主な減少要因は、

たな卸資産が在庫数量の減少などにより1,972百万円減少したことであります。

　負債は、91,779百万円と前連結会計年度末と比較して181百万円増加しております。主な増加要

因は、有利子負債が3,543百万円増加したことであります。一方、主な減少要因は、買掛債務が

2,432百万円減少したことであります。

　純資産は、73,701百万円と前連結会計年度末と比較して4,521百万円増加しております。主な増

加要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益5,458百万円の計上による増加であります。一方、

主な減少要因は、期末配当金の支払による1,438百万円の減少であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第４四半期以降も為替や穀物の相場動向など、当社グループを取り巻く経営環境は不透明な状況

が続くものと予想されますが、平成27年５月14日に公表した平成28年３月期（平成27年４月１日～

平成28年３月31日）の連結業績予想につきまして変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支

配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上すると

ともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は146百万円減少しておりま

す。また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が146百万円増加しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,603 3,441

受取手形及び売掛金 37,721 42,321

商品及び製品 9,401 9,038

仕掛品 1,309 1,169

原材料及び貯蔵品 18,333 16,863

その他 3,435 3,230

貸倒引当金 △194 △201

流動資産合計 71,610 75,864

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,158 27,294

機械装置及び運搬具（純額） 16,316 16,475

土地 18,881 18,471

その他（純額） 1,852 2,138

有形固定資産合計 65,208 64,379

無形固定資産

のれん 5 1

その他 1,855 1,638

無形固定資産合計 1,860 1,640

投資その他の資産

投資有価証券 20,215 21,395

その他 2,086 2,263

貸倒引当金 △203 △62

投資その他の資産合計 22,098 23,596

固定資産合計 89,167 89,616

資産合計 160,778 165,481

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,974 21,542

短期借入金 16,690 19,390

コマーシャル・ペーパー 8,500 12,000

未払法人税等 892 692

賞与引当金 1,140 521

資産除去債務 198 83

その他 14,959 14,873

流動負債合計 66,355 69,103
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

固定負債

長期借入金 10,855 8,199

役員退職慰労引当金 157 79

退職給付に係る負債 6,621 6,648

資産除去債務 413 411

その他 7,193 7,336

固定負債合計 25,242 22,676

負債合計 91,598 91,779

純資産の部

株主資本

資本金 12,778 12,778

資本剰余金 4,710 4,856

利益剰余金 45,017 49,037

自己株式 △1,527 △1,536

株主資本合計 60,978 65,135

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,217 6,671

繰延ヘッジ損益 127 △21

退職給付に係る調整累計額 △935 △810

その他の包括利益累計額合計 5,408 5,840

非支配株主持分 2,792 2,725

純資産合計 69,180 73,701

負債純資産合計 160,778 165,481
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 186,447 188,597

売上原価 155,042 155,922

売上総利益 31,405 32,675

販売費及び一般管理費 24,976 25,809

営業利益 6,428 6,865

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 242 314

為替差益 - 134

負ののれん償却額 1 -

持分法による投資利益 431 280

その他 385 338

営業外収益合計 1,064 1,074

営業外費用

支払利息 208 186

コマーシャル・ペーパー利息 9 7

為替差損 86 -

その他 70 88

営業外費用合計 375 281

経常利益 7,117 7,657

特別利益

固定資産売却益 5 5

投資有価証券売却益 16 0

負ののれん発生益 0 -

その他 - 0

特別利益合計 23 6

特別損失

固定資産廃棄損 284 162

固定資産売却損 0 0

減損損失 - 23

その他 2 0

特別損失合計 287 186

税金等調整前四半期純利益 6,854 7,477

法人税、住民税及び事業税 1,785 1,676

法人税等調整額 268 244

法人税等合計 2,053 1,920

四半期純利益 4,800 5,556

非支配株主に帰属する四半期純利益 108 98

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,692 5,458
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 4,800 5,556

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,254 443

繰延ヘッジ損益 299 △150

退職給付に係る調整額 174 125

持分法適用会社に対する持分相当額 68 16

その他の包括利益合計 1,798 435

四半期包括利益 6,598 5,991

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,452 5,889

非支配株主に係る四半期包括利益 146 102
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

製粉事業 油脂事業 糖質事業
家庭用
食品事業

飼料事業 倉庫事業
不動産
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 47,303 45,137 27,429 16,245 46,461 2,186 1,454 186,217

セグメント間の内部
売上高又は振替高

247 1,979 1,532 669 3 985 160 5,578

計 47,550 47,116 28,961 16,914 46,464 3,172 1,614 191,795

セグメント利益 1,702 1,983 2,022 103 238 558 727 7,336

(単位：百万円)

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

売上高

外部顧客への売上高 230 186,447 ― 186,447

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,048 6,626 △6,626 ―

計 1,279 193,074 △6,626 186,447

セグメント利益 63 7,400 △971 6,428

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、自動車等リース業、

運輸業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△971百万円には、セグメント間取引消去△15百万円、全社費用△956百万円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない企業集団の広告に要した費用、基礎的研究開

発費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

製粉事業 油脂事業 糖質事業
家庭用
食品事業

飼料事業 倉庫事業
不動産
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 50,580 45,507 27,061 16,263 45,393 2,046 1,486 188,339

セグメント間の内部
売上高又は振替高

293 1,983 1,081 620 3 1,052 167 5,201

計 50,873 47,491 28,142 16,883 45,397 3,098 1,654 193,540

セグメント利益又は損失(△) 2,488 1,288 2,285 △78 427 499 880 7,791

(単位：百万円)

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

売上高

外部顧客への売上高 258 188,597 ― 188,597

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,032 6,234 △6,234 ―

計 1,291 194,831 △6,234 188,597

セグメント利益又は損失(△) 44 7,835 △969 6,865

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、自動車等リース業、

運輸業等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△969百万円には、セグメント間取引消去△２百万円、全社費用△967百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない企業集団の広告に要した費用、基礎

的研究開発費であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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